
様式第２号（第３条関係） 
 

審 議 会 会 議 録 
 

会議名称 令和元年度第１回大滝区地域協議会 

議  題 

 報告第１号 伊達市立大滝保育所の指定管理への移行について 

 報告第２号 令和元年度予算について（大滝区関係分） 

 議案第１号 平成３０年度大滝区振興基金対象事業の実績報告について 

開催日時 令和元年５月３１日（金） 午後２時００分～午後３時００分 

場  所 伊達市大滝総合支所 ２階大会議室 

出 席 者 

 出席者８名 

所管部課名 大滝総合支所 地域振興課 地域住民係 

公 開 

非 公 開  

の 別 

 ■  公 開 傍聴者の人数  ０人 

 □  非公開 非公開の理由  

 【会議の概要】 
 

１．開 会 

   地域自治区の設置に関する協議書（以下「協議書」）第９条第４項の規定により、

会議成立の旨、事務局から報告。 

 

２．市長あいさつ 

   先の選挙で６回目の当選を果たし、これからまた市長として委員の皆さんととも

に街づくりに取り組んでいきたい。伊達市議会議員時代から現在まで36年経ち、何

が一番大変かというと産業構造の変化が挙げられる。 

従来大滝区では福祉関係やリハビリのような医療関係が主な産業だったが、これ

らの分野は人口減少等によって都市部でなければ成り立たなくなりつつある。これ

は大滝だけに限った問題ではなく、周辺町村も同じような状況にあり、では、どう

すべきかとなると、やはり観光が今のところ有力と考えている。大滝は、世界的に

有名なニセコ地区と新千歳空港を結ぶ中間点にあり、これからは観光を中心にした

産業構造になるだろう。例えば、きのこのような地域のイメージにあったものをあ

わせて作り上げる必要がある。 

また、新しい道の駅についても、早くオープンさせたいと考えており、皆さんに

ご審議いただきながら進めたい。本日は、よろしくお願いいたします。 

 

３．会長あいさつ 

   市長からの挨拶にもあったが、大滝の人口が千人を割込み人口減少の問題が顕著

に表れつつある。地元企業の皆さんにもご尽力いただいているが、そのような中で

地域協議会というのは地域住民の方々の生活を守るためのものであり、今後は益々

厳しい状況になると予想され、皆さんと協力しながら進めていきたい。本日はよろ

しくお願いいたします。 



４．署名人の選任 

  審議に先立ち、会議録署名人に元谷委員、中川委員を指名 

 

５．議題 

報告第１号 伊達市立大滝保育所の指定管理への移行について 

  健康福祉部より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

会   長：質問はありませんか。 

委   員：現在、北湯沢温泉町で開設している保育所との兼ね合いは、どうなのか。 

 健康福祉部：その保育所は企業主導型保育所であり、国の基準等から認可保育所を廃

止して、そのまま移管することはできない。設置者としても企業主導型

保育所を職員の福利厚生や募集条件として開設しており、認可保育所と

の統合は想定していない。 

委   員：現在の大滝保育所の施設を引き続き使用するということで良いか。 

健康福祉部：そのとおり。 

 委   員：募集要件に市内業者で実績を有する者とあるが、現在指定管理者が運営

している保育所はあるか。 

 健康福祉部：指定管理している保育所はないが、民間事業者が開設している保育所が

あり、それらを運営する法人の参加を想定している。 

 委   員：園児数が今後減少する一方であり、指定管理で保育所が運営していける

のか。また、指定管理にした場合、園児数に応じた保育士が十分に確保

できるのか不安がある。 

 健康福祉部：園児がいなくなれば休止することも選択肢として否定しないが、園児が

いる間は存続する。 

 市   長：行政としては、園児数が減少しても保育所は維持しなければならない。 

保育士の確保については、その時点にならなければわからない部分もあ

るが、適正に対応していきたい。 

 委   員：指定管理の期間は５年間になるのか。 

 健康福祉部：５年間指定管理の契約を締結する。経費は年度毎に支払うことになる。 

 委   員：伊達地域と大滝区の保育料は同じなのか。 

 健康福祉部：地域性を考慮して、伊達地域の保育料の方が高くなっている。 

 

  報告第２号 令和元年度予算について（大滝区関係分） 

  事務局より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

会   長：質問ありませんか。 

委   員：大滝ケーブルテレビネット高速化改修の事業内容は。 

事 務 局：基本回線で契約した送受信容量を1 0 0Mbpsから１Gbpsに変更することで 

回線速度を高速化させるもの。 

 

  議案第１号 平成３０年度大滝区振興基金対象事業の実績報告について 

  事務局より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

会   長：質問ありませんか。 

 委 員 全 員：＜なし＞ 



６．その他 

 事 務 局：特にありません。 

会  長：ないようですので、以上で本日の協議会を終了したいと思います。 

本日は活発なご意見をいただきありがとうございました。 

 

○閉 会 

 



 

令和元年度 

 

第 １ 回 大 滝 区 地 域 協 議 会 

 

 

 

令和元年５月３１日（金）午後２時００分 

大滝総合支所２階 大会議室 

 

 

 

１．市長あいさつ 

 

 

 ２．議 題 

報告第１号 伊達市立大滝保育所の指定管理への移行について 

報告第２号 令和元年度予算について（大滝区関係分） 

議案第１号 平成３０年大滝区振興基金対象事業の実績報告について 

 

３．その他 



大滝区地域協議会委員名簿（平成３０～令和元年度） 
 

 

 

１． 地域協議会１号委員（公共的団体の役職者） 
 

農業関係       松 浦 勝 美 （とうや湖農業協同組合理事） 
 

林業関係        安 食   恵 （胆振西部森林組合理事） 
 

商工関係        元  谷      隆 （壮瞥町商工会監査） 
 

自治会関係      宇佐美 雅 昭 （大滝区自治会連合会会長） 
 
 
２． 地域協議会２号委員（学識経験者） 
 

福祉医療分野   中  川      学 （福祉施設職員） 
 

教育分野    宇 井   尚 （大滝徳舜瞥学校PTA副会長） 
 

保健分野        塚 田 明 美 （伊達市食生活改善協議会） 
 

行政分野        今 井   良 （元地方公務員） 
 
 
３． 地域協議会３号委員（公募枠） 
 

石 川 嘉 一（会社員） 
 

大 沼   健（団体職員） 
 

川 田 玲 子（主婦） 
 

岩 花 幸 子（主婦） 
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報告第１号 

 

伊達市立大滝保育所の指定管理への移行について 

 

１ はじめに 

  昭和58年に旧大滝村によって設置された大滝保育所は、少子化の急速な進行により、

平成18年の伊達市との合併時点に42名であった児童数は、平成30年10月１日時点では12

名と急激に減少している（資料２参照）。 

  こうした中、平成27年３月に「伊達市子ども・子育て支援事業計画」の補完計画として

策定した「（改訂版）伊達市認可保育所等再編計画」において、大滝保育所を小規模保育

事業に移行することについて検討したものの、小規模保育事業の受入年齢は０～２歳児

であり、卒園後の受け皿となる適切な連携施設がないことや、保育士の実際の配置が現在

の認可保育所と同等であり、児童への環境変化の配慮や財政面でのメリットが希薄であ

ることから検討は凍結し、「今後、必要に応じて大滝保育所のあり方を検討する」として

いる。 

  しかしながら、大滝保育所の効率的な運営や、特に地方における保育士不足により、将

来にわたって当該保育所を現状のまま運営することは困難な状況であると考えられる。 

  

■伊達市立大滝保育所概要（平成31年４月１日現在） 

所 在 地  伊達市大滝区本郷町 84番地 

設 立 年 月 昭和 58年４月 

定    員  30名  

延 床 面 積 578.52㎡ 

入 所 年 齢 ０歳６か月～５歳 

利用児童数 10名（０歳０名、１歳０名、２歳３名、３歳１名、４歳２名、５歳４名） 

職 員 数  

８名（正職員４名、臨時職員４名） 

※臨時職員内訳 

（保育士１名、保育助手・用務員兼務２名、用務員（運転手）１名） 

 

 

２ 指定管理への移行 

  全国的な少子化の進行により、将来的に子どもたちの増加を見込むことは困難である

一方で、共働き世帯の増加といった社会的背景から、多様化する保育ニーズに対応するた

め、保育所には安定的、かつ、効率的な運営が求められている。 

  また、保育所に民間活力を導入することにより、民間事業者の創意工夫によって様々な

保育ニーズに対応することも可能となることから、民営化への移行も考えられるところ

である。 
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 しかしながら、大滝保育所を民営化した場合のリスクとして、仮に民間事業者による保

育所運営に支障が出た場合、当該事業者が保育事業から撤退する可能性が挙げられるが、 

 大滝保育所は、大滝区内に所在する唯一の認可保育所であり、将来的にも維持・運営する

ことが必要である。 

  そのため、大滝区における保育サービスの維持と効率的な保育所運営を実現するため、

市が設置者として関与しつつ、民間事業者による創意工夫を取り入れることが可能な、指

定管理に移行するものである。 

  

 

３ 指定管理者の募集と事業者選定 

  指定管理者の募集手続については、「伊達市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関

する条例」及び「伊達市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則」に

基づき進めることとする。 

  また、指定管理者の選定基準については、公立保育所の保育水準を満たし、現在の保育

内容を踏襲しながら、保育の質を維持・向上できるよう、以下の点を重視する。 

 

 ■応募者の資格条件 

   ・法人等の事務所の所在地が道内にあること。 

・市内で幼児保育・教育の実績を有し、認可保育所を運営する能力を有する事業者で

あること。 

 

 ■指定管理者の選定基準 

   ・入所児童の平等な利用が確保されること。 

   ・認可保育所としての保育サービスが最大限に発揮されること。 

   ・大滝保育所の管理に係る経費の縮減が図られること。 

   ・大滝保育所の管理運営を安定して行う能力を有していること。 

   ・個人情報の保護が図られること。 

 

  これらを基本的な考え方とする選定基準を定め、事業の継続性や安定性等とともに、保  

 育所運営上の内容に関する基準に基づき、選考委員による審査により、指定管理者を選定 

 することとする。 

  なお、選考委員は、庁内の部長職及び大滝区在住者を想定している。 

 

 

４ 指定管理期間 

  指定管理期間は５年間とし、期間の最終年に事業者の再選定を行うこととする。 
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５ 指定管理開始までの経過及びスケジュール 

時 期 内 容 

平成 31年 ３月 第１回市議会定例会 

 産業民生常任委員会（所管事務調査） 

平成 31年 ３月 伊達市子ども・子育て会議 

平成 31年 ３月 大滝保育所保護者説明会 

令和 元年 ５月下旬 大滝区地域協議会 

令和 元年 ６月 第２回市議会定例会 

 補正予算（大滝保育所指定管理移行経費） 

令和 元年 ７月 事業者公募 

令和 元年 ９月 指定管理者候補者選定委員会 

令和 元年 ９月 候補者決定の公表 

令和 元年 12月 第４回市議会定例会 

・公の施設に係る指定管理者の指定について 

・債務負担行為の設定 

令和 元年 12月 指定管理者の指定の公告 

令和 元年 12月～令和２年３月 事務引継 

令和 ２年 ４月 指定管理者による保育開始 
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■就学前児童数（市全体） （各年度４月１日現在）

年齢 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
０歳 225 219 211 194 243 172 168
１歳 233 231 234 212 203 253 181
２歳 260 234 236 223 222 210 248
３歳 272 258 233 245 224 231 213
４歳 275 270 260 237 247 225 226
５歳 278 279 268 268 237 243 227

児童数計 1,543 1,491 1,442 1,379 1,376 1,334 1,263

■就学前児童数（市全体） （各年度４月１日現在）

年齢 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
０歳 225 219 211 194 243 172 168
１歳 233 231 234 212 203 253 181
２歳 260 234 236 223 222 210 248
３歳 272 258 233 245 224 231 213
４歳 275 270 260 237 247 225 226
５歳 278 279 268 268 237 243 227

児童数計 1,543 1,491 1,442 1,379 1,376 1,334 1,263

■就学前児童数（大滝区） （各年度４月１日現在）

年齢 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30
０歳 8 5 6 3 3 5 4
１歳 6 6 5 6 5 1 8
２歳 8 8 4 4 6 4 2
３歳 5 6 8 4 3 5 3
４歳 8 3 5 7 3 2 6
５歳 9 9 3 4 7 3 3

児童数計 44 37 31 28 27 20 26

 

【資料１：就学前児童数（市全体・大滝区）】 
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■大滝保育所　児童数内訳 （人）

男 女 計 男 女 計

０歳 0 1 1 0 0 0

１歳 0 3 3 0 0 0

２歳 0 1 1 0 3 3

３歳 2 1 3 0 1 1

４歳 1 3 4 1 1 2

５歳 1 0 1 1 3 4

計 4 9 13 2 8 10

年齢
平成31年２月１日現在 平成31年４月１日現在

 

【資料２：市内保育所入所児童数 推移（市全体・大滝保育所）】 

 

 
 

 

 

 

【資料３：大滝保育所 年齢・男女別児童数内訳】 

 

■市内保育所児童数の推移（各年度10月1日現在） （人）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

市全体 542 548 563 539 535 518 529 569 565 559 563 554 583

大滝保育所 42 46 38 32 30 28 25 23 17 15 17 14 12



報告第２号

款　目 予算額

総務費

 支所管理費 新規 ･ 3,389

　企画費 ･ 国鉄胆振線代替バス交通対策経費 4,928

(4,246)

　（伊達市～倶知安町間のバス通学利用者に対する通学定期補助）

(682)

･ 国鉄胆振線代替バス運営費等補助金 11,699

　代替バスの長期的安定運行と利用者の利便性確保のため代替バス

事業者に対し運営費を補助

･ 34,709

新規 　インターネット回線改修等※ (1,162)

新規 　ファイアウォールサーバー更新※ (2,948)

新規 　空調設備修繕※ (1,500)

(29,099)

民生費

･ 288 基金事業

　対象者数　　  4人

 医療助成費 ・児童生徒医療助成事業 1,200 基金事業

　受給者数　　 62人 件数　 1,000件

･ 2,495 基金事業

･ 1,364 基金事業

･ 763 基金事業

･ 418 基金事業

　満70歳以上が対象

衛生費

 健康管理費 ･ 696

･ 93 基金事業

　対象者数　　  5人

農林水産業費

 畜産業費 ･ 200

･ 21,991

 土地改良費 ･ 大滝営農飲雑用水施設維持管理費 5,623

･ 5,880

商工費

 観光費 ･ 大滝交流施設運営管理委託料 19,028

･ 「研修の里おおたき」ブランド化推進事業 2,473

教育費

 国際理解教育 ･ 6,839

 費 新規 ・レイクカウチン町親善訪問団交流事業 1,359 基金事業

･ 大滝基幹集落センター運営管理費 12,563

新規 　集会室照明設備改修工事 (3,300)

新規 　外壁改修工事等 (3,365)

　その他運営管理費 (5,898)

･ 350 基金事業

･ 5,000

･ おおたき国際ノルディックウォーキング大会補助金 300

(単位：千円)

事　業　内　容

高齢者福祉バス委託料

　高齢者に対する移送、相談及び外出支援等の生活支援に係る経費

　4輪駆動RV車購入

妊産婦検診通院交通費補助金

 スポーツ振興
 費

令和元年度予算について（大滝区関係分）

支所車両維持管理費（公用車更新）※

大滝有機物再資源化センター維持管理費

おおたき国際スキーマラソン大会補助金

中体連事業運営補助金（大滝徳舜瞥学校分）

　大滝区に居住する70歳以上の高齢者に対し、伊達市～倶知安町間の
路線バス乗車料を助成

大滝区敬老会開催経費

大滝有機物再資源化センター運営管理委託料

円山地熱水供給施設維持管理費

　大滝区民に対する市内病院等への通院費無料化に要する経費

生活支援事業（移送、訪問、大滝区入浴・外出支援サービス等）

大滝区通院支援事業

生きがい活動支援事業（大滝区生き生きデイサービス事業）

　要介護等の認定を受けていない大滝区の在宅高齢者に対する日帰り
通所サービスに係る経費

 基幹集落セン
 ター費

　バス待合所の除排雪業務委託等

 ケーブルテレ
 ビ事業推進費

ケーブルテレビ事業運営経費

　番組制作等に係る経費

　大滝区通学定期運賃補助

ネイティブスピーカー（大滝区）活用事業

 老人福祉総務
 費

 障がい者福祉
 費

大滝区幼児療育通園交通費補助金



議案第１号

担当課　地域振興課

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(142,000)
210,000 187,520 187,520

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(504,000)
630,000 515,955 515,955

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

高齢者入浴サービス事業 30・4・1～31・3・31

備　　　　　　考事業費 決算の財源内訳
平成30年度通園者：3名
通園日数：延97回
補助金額：187,520円

Ａ

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等
温泉施設までの送迎、入浴中の見守り等を行い、在宅高齢
者の閉じこもりを防止する。

閉じこもりがちな在宅高齢者の生きがいづくりを助長し孤立感
の解消やふれあい交流の促進を図ることで日常生活の維持向
上を図る。

事業費 決算の財源内訳 備　　　　　　考
平成30年度登録者：9名
延利用人員：295名　単価契約：1,749円
295名×@1,749円＝515,955円

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

Ａ

伊達市大滝区幼児療育通園交通費補助金 30・4・1～31・3・31

自宅から胆振西部児童デイサービスセンターまでの往復バ
ス料金を補助する。

心身に発達の遅れや障害のある幼児の早期療育推進及び市
内在住児童との交流を図る。

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

（単位：円）
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担当課　地域振興課

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(297,000)
297,000 163,564 163,564

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(370,000)
371,000 185,160 185,160

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

高齢者生活援助事業 30・4・1～31・3・31

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

備　　　　　　考事業費 決算の財源内訳
平成30年度登録者：57名
延利用人員：397名　単価契約：412円
397名×@412円＝163,564円

Ａ

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等
庭、家周り等の手入れ、屋根の雪下ろし、家周りの除排雪
を行う。

心身機能の活性化を図り、いつまでも元気で生き生きとした日
常生活の維持向上を図る。

事業費 決算の財源内訳 備　　　　　　考
平成30年度登録者：27名
延利用人員：60名　単価契約：3,086円
60名×@3,086円＝185,160円

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

Ａ

高齢者等外出支援サービス事業 30・4・1～31・3・31

病気治療のための通院や入退院、福祉施設への入退所
等、公的行事への参加及び各種手続きの移送を行う。

閉じこもりを防止し、いつまでも元気で生き生きとした日常生活
の維持向上を図る。

（単位：円）
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担当課　地域振興課

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金

(928,000)
1,391,000 1,070,665 106,912 963,753

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(364,000)
418,000 199,236 199,236

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

平成30年度登録者：5名
延利用人員：208名
委託料合計＝@5,143円*208名=1,069,744円
口座振替手数料 ：921円
個人負担分：△106,912円
1,069,744円+921円-106,912円＝963,753円

決算の財源内訳 備　　　　　　考

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

Ａ

生き生きデイサービス事業 30・4・1～31・3・31

施設に通所し、食事や入浴の他、レクリエーションを通し充
実した一日を過ごす。

要介護及び要支援の状態になる前の高齢者等に対し、デイ
サービスを提供することで、心身機能の活性化を図り、閉じこ
もりを防ぎ、生きがいづくりの援助をすることで要介護状態の
予防を図る。

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

（単位：円）

備　　　　　　考

平成30年7月13日（金）開催　参加人数：48名
アトラクション謝礼：2,676円
会食代：196,560円

大滝区敬老会開催経費 30・4・1～31・3・31

事業費 決算の財源内訳

Ａ

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等
大滝区発展のために、貢献された老人に敬意を表し、お祝
いをする。

いっそう健康で、長生きをしてもらうために老人福祉の一環とし
て開催。

事業費

3/6



担当課　地域振興課

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(756,000)
756,000 756,000 756,000

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

備　　　　　　考事業費 決算の財源内訳
委託先：道南バス㈱
延利用人数：4,299人
利用区間：伊達市～倶知安町

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

事業費 決算の財源内訳 備　　　　　　考

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

Ａ

高齢者福祉バス委託料 30・4・1～31・3・31

道南バスの路線で伊達から倶知安までの区間無料 大滝区に居住する高齢者に対する福祉施策の一環として、積
極的な社会参加を促進する。

（単位：円）

4/6



担当課　地域振興課

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(1,200,000)
1,200,000 568,780 568,780

種別 事業名 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(149,000)
93,000 36,060 36,060

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

受給者数：86名
件数：500件

決算の財源内訳 備　　　　　　考

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

Ｂ

児童生徒医療助成費 30・4・1～31・3・31

児童生徒の医療費をその保護者に助成。 児童生徒の保険適用分自己負担をその保護者に助成し、心
身共に健康な児童生徒の育成を図る。

事　　　業　　　内　　　容 目　　的　　・　　効　　果　　等

（単位：円）

備　　　　　　考

対象者：5名
回数：23回

妊産婦健診通院交通費補助金 30・4・1～31・3・31

事業費 決算の財源内訳

Ｂ

                                        目　　的　　・　　効　　果　　等
自宅から伊達市及び倶知安町内の産婦人科までのバス料
金を補助する。

妊婦の疾病等に対する予防措置として、適切な指導をするた
め健康診査に要する通院交通費補助により、母子保健の向上
を図る。

事業費
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担当課　地域振興課

種別 事業名 カナダレイクカウチン中学生派遣事業 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金

(0)
5,295,000 5,284,143 5,284,143

種別 事業名 大滝中学校中体連事業運営補助金 実施期間

予算額 決算額 特定財源 一般財源 振興基金
(350,000)
350,000 250,000 250,000

（記載上の留意事項）
１．種別欄は、次の区分に従って記入して下さい。
　　Ａ（福祉）、Ｂ（保険・医療）、Ｃ（労働）、Ｄ（生涯学習）、Ｅ（スポーツ・リクリエーション）、Ｆ（生きがい）、Ｇ（生活環境）、
　　Ｈ（社会参加）、Ｉ（地域活性化）、Ｊ（人材育成）、Ｋ（その他）
２．継続事業については、全体事業を備考欄に記入すること。
※ 予算額欄の（         ）内は、前年度の予算額

30・4・1～31・3・31
目　　的　　・　　効　　果　　等

30・4・1～31・3・31

事業費

平成30年度　大滝区振興基金対象事業実績書

目　　的　　・　　効　　果　　等

Ｄ

Ｄ

備　　　　　　考

中体連の上位入賞者が出場する全道大会等の派遣に係る
経費の一部を補助する。

大滝中学校１、２年生全員をカナダ・レイクカウチン町に派
遣する。

（単位：円）

決算の財源内訳

中体連各種大会への参加を積極的に進め、中学校における
各種スポーツの振興と体力向上、青少年の心身の健全な発達
に寄与する。

平成30年10月9日（火）～16日（木）
行政：3名　教員：2名　生徒：10名
旅費：2,150,944円
負担金：3,080,000円
土産代：30,000円
医薬品代：12,961円
電話借上料：10,238円

事　　　業　　　内　　　容
姉妹都市カナダ・レイクカウチン町との親善交流と大滝区生徒
に国際感覚を持たせるため、異文化の体験と英語圏での生活
を体験させる。

決算の財源内訳

事　　　業　　　内　　　容

事業費 備　　　　　　考
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大滝区振興基金対象事業一覧

平成31年度
予算額 決算額 予算額 決算見込額 予算額

基    金    利    息 39,433 15,264 71,000 14,340 70,000 13,947 65,000

寄        附       金 0 0 0 0 0 0 0

大滝区幼児療育通園交通費補助金 Ａ
自宅から胆振西部児童ディサービスセンター
までの往復バス運賃の補助

H18～ 0 17,600 142,000 99,820 210,000 187,520 288,000

高齢者入浴サービス事業 Ａ
温泉施設までの送迎、入浴中の見守り等を行
い在宅高齢者の閉じこもりを防止する

H18～ 473,979 487,971 504,000 538,692 630,000 515,955 635,000

高齢者等外出支援サービス事業 Ａ
病気による入・退院、福祉施設への入退所及
び公的行事への参加等に係る移送サービス

H18～ 220,832 168,508 297,000 191,168 297,000 163,564 400,000

高齢者生活援助事業 Ａ
庭等の手入れ、屋根の雪下ろし、除排雪作業
の支援

H18～ 104,924 132,698 370,000 188,246 371,000 185,160 329,000

生き生きディサービス事業 Ａ
施設に通所し、食事、入浴のほか、ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ
を通じ、要介護状態への予防を図る

H18～ 551,239 518,815 836,000 852,414 1,391,000 963,753 2,247,000

大滝区敬老会開催経費 Ａ 老人に敬意を表し、敬老会を開催する。 H18～ 217,772 237,882 364,000 225,911 418,000 199,236 418,000

高齢者福祉バス委託料 Ａ
70歳以上の高齢者に対し、路線バスの伊達、
倶知安間を無料にする

H18～ 756,000 756,000 756,000 756,000 756,000 756,000 763,000

児童生徒医療費助成 Ｂ
中学生以下の自己負担分医療費（保険対象
分）を保護者に助成する

H18～ 720,032 658,832 1,200,000 467,218 1,200,000 568,780 1,200,000

妊産婦健診通院交通費補助金 Ｂ
妊産婦健診等に係る通院交通費として自宅
から伊達及び倶知安間のバス運賃の補助

H18～ 45,820 72,660 149,000 16,680 93,000 36,060 93,000

レイクカウチン中学生派遣事業 Ｄ
中学1・2年生をカナダレイクカウチン町に派遣
する

H18～ 0 5,940,159 0 0 5,295,000 5,284,143 0

レイクカウチン町親善訪問団交流事業 Ｄ
訪問団員と市民の交流を通じて、両市町の国
際親善に資する

H23～ 800,636 0 1,365,000 0 0 0 1,359,000

大滝中学校中体連事業運営補助金 Ｄ
中体連に上位入賞者が出場する全道大会の
派遣に係る経費の一部を補助する。

H25～ 271,260 279,200 350,000 223,934 350,000 250,000 350,000

大滝国際フレンドシップクラブ
創立20周年記念事業補助金

Ｄ
初代及び2代目AETをレイクカウチン町・伊達市親善訪
問団交流事業に合わせ招聘する事業に対し補助する。 H27 100,000

合　　　　　　　　　計 4,262,494 9,270,325 6,333,000 3,560,083 11,011,000 9,110,171 8,082,000

基　　金　　残　　高 当初残高→ 299,884,620 152,465,197 143,210,136 139,664,393 130,568,169 122,551,169
※基金残高は見込み額

　　　　　　　　事業区分 A 福祉 2,324,746 2,319,474 3,269,000 2,852,251 4,073,000 2,971,188 5,080,000

B 保険・医療 765,852 731,492 1,349,000 483,898 1,293,000 604,840 1,293,000

C 労働 0 0 0 0 0 0 0

D 生涯学習 1,171,896 6,219,359 1,715,000 223,934 5,645,000 5,534,143 1,709,000

E スポーツ・レクリェーション 0 0 0 0 0 0 0

F 生きがい 0 0 0 0 0 0 0

G 生活環境 0 0 0 0 0 0 0

H 社会参加 0 0 0 0 0 0 0

I 地域活性化 0 0 0 0 0 0 0

J 人材育成 0 0 0 0 0 0 0

K その他 0 0 0 0 0 0 0

合　　　　　計 4,262,494 9,270,325 6,333,000 3,560,083 11,011,000 9,110,171 8,082,000

事業名
事　　　業　　　費　　　の　　　推　　　移

平成29年度
事業実施年

度
事業内容

平成28年度 平成30年度平成27年度

事
業
区
分


